
NO.

166
令和 4 年 7 月 1 日　編集 / 発行　常滑市議会

〒 479-8610　愛知県常滑市飛香台 3丁目 3番地の 5
TEL：0569-47-6128（直通）
E-mail：gikaigiji@city.tokoname.lg.jp

　

令
和
４
年
５
月
の
市
議
会
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
常
滑
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
対
策
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

　

議
長
就
任
に
当
た
り
、
こ
れ
ら
の
課
題

の
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
上
で
、

常
に
公
平
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る

べ
く
職
務
を
ま
っ
と
う
し
て
ま
い
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
常
滑
市
議
会
で
は
２
つ
の
特
別

委
員
会
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
第
２
期
中
部
国
際
空
港
関
連
事
業
調

査
特
別
委
員
会
」
で
は
、
愛
知
県
が
公
表

し
た
現
滑
走
路
の
東
側
に
建
設
す
る
滑
走

路
の
計
画
に
つ
い
て
議
会
と
し
て
様
々
な

視
点
で
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会
」
で

は
、
新
市
庁
舎
に
移
り
、
次
代
に
即
し
た

会
議
運
営
を
す
る
た
め
、
議
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
最
大
限
生
か

し
た
分
か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

　

常
滑
市
議
会
議
長　
稲
葉　
民
治

いいね・チャンネル登録してニャン

議
長

稲
葉
　
民
治

副
議
長

加
藤
代
史
子

監
査
委
員

川
原
　
和
敏

新しい議会がスタートしました

臨時会を5月13日（金）に開催し、各委員会委員の選出を始めとした議会の構成が決まりました。
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　本委員会では、防災・消防の充実、行財政の運営、
総合計画、行政改革、市民協働、公共施設、公共交通、
生活環境などを所管しています。
　令和４年度から第６次常滑市総合計画がスタート
しました。「安全」、「安心」、「成長」を柱とし、「み
んなでつくる」まちづくりに取り組んでいくと記さ
れています。
　本委員会では、①市民協働、②防犯・防災・消防を
重点項目として、市民主体のまちづくりの仕組みや
市民の安全安心につながる取組の実現のために、勉
強会や意見交換、現地視察などの情報収集を活発に
行い、調査研究に取り組む中で、充実した委員会運
営ができるよう努めてまいります。

　本委員会の所管事務は、建設土木、経済振興、観
光事業、ボートレース事業の振興などです。
　西知多道路の整備や、りんくう地区の長年の課題で
ある先進的な企業立地について調査研究を行います。
　また、今年度から「常滑市観光戦略プラン 2022」
が実行されることから、魅力ある観光都市となるよ
う調査研究を行い、市へ提言してまいります。
　そして、本市の「食」を担う一次産業の課題と振
興について関係者と意見交換や調査研究などを行っ
てまいります。

　文教厚生委員会に付託された取組は、市民生活に
直結した「安全」、「安心」、「成長」を感じる活動が
求められています。
　市民病院の経営や半田病院との統合に向けた課題
や、高齢者、障がい者の日常生活の不安解消、安心で
きる子育て、幼保こども園、小中学校などの公共施
設の老朽化や周辺の環境整備、新給食センターの建
設に向けた取組や半田常滑看護専門学校の支援、ス
ポーツ振興など広範囲に渡り課題が多々あり、市民
が何を求めているか把握し、「ずっと住み続けたい常
滑」の実現を目指す活動に努めてまいります。

総務委員会

経済建設委員会

文教厚生委員会

委　員
大川　秀徳

副委員長
西本　真樹

委　員
成田　勝之

委　員
加藤代史子

副委員長
渡邉十三香

副委員長
坂本　直幸

委　員
都築　周典

委員長
伊奈　利信

委　員
井上　恭子

委　員
伊藤　直

委員長
盛田　克己

委員長
中村　崇春

委　員
川原　和敏

委　員
相羽　助宣

委　員
加藤　久豊

委　員
稲葉　民治

委　員
伊藤　史郎

令和 4 年度委員会方針

※委員会方針は各委員長が執筆しました。
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新
庁
舎
で
は
デ
ジ
タ
ル
環
境
が
充
実
し
ま
し
た
。
使
用
し
て
分
か

っ
た
課
題
は
早
急
に
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ（
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
）を
導
入
し
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
と
も
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
よ
り
効
率
の

高
い
会
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て
先
進
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究

し
、
行
政
へ
提
言
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

議
場
で
は
ス
ク
リ
ー
ン
が
設
置

さ
れ
視
覚
的
に
よ
り
わ
か
り
や
す

い
一
般
質
問
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
映
像
な
ど
を
使
用
し
た
理
解

し
や
す
い
会
議
に
つ
い
て
研
究
し

ま
す
。

　

県
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
中
部
国
際
空
港
将
来
構
想
推
進
調
整
会
議

が
現
滑
走
路
東
側
に
B
滑
走
路
計
画
を
示
し
た
こ
と
を
受
け
、
本

年
度
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
公
表
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
議

会
と
し
て
様
々
な
視
点
で
調
査
研
究
が
必
要
と
考
え
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
西
知
多
道
路
建
設
や

り
ん
く
う
町
に
お
け
る
企
業
立
地

の
推
進
な
ど
空
港
関
連
事
業
全
般

の
情
報
収
集
を
図
る
と
と
も
に
、

関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
に
努
め

各
事
業
の
把
握
や
研
究
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会

第
２
期
中
部
国
際
空
港

　
関
連
事
業
調
査
特
別
委
員
会

予
算
委
員
会（
15
人
）

委 

員 

長　
　
相
羽　

助
宣

副
委
員
長　
　

伊
藤　
　

直

　

委　
員　
　

正
副
議
長
を

　
　
　
　
　
　

除
く
13
名

委 

員 

長　
成
田　

勝
之

副
委
員
長　
大
川　

秀
徳

　

委　
員　
正
副
議
長
を

　
　
　
　
　

除
く
13
名

委 

員 

長　
加
藤　

久
豊

副
委
員
長　
井
上　

恭
子

　

委　
員　
正
副
議
長
を

　
　
　
　
　

除
く
13
名

議
会
運
営
委
員
会（
8
人
）

委 

員 

長　
　
伊
藤　

史
郎

副
委
員
長　
　

都
築　

周
典

　

委　
員　
　

渡
邉
十
三
香

　
委　
員　
　

成
田　

勝
之

　
委　
員　
　

井
上　

恭
子

　
委　
員　
　

伊
藤　
　

直

　
委　
員　
　

大
川　

秀
徳

　
委　
員　
　

相
羽　

助
宣

令和 4 年度委員会方針

令和３年度 政務活動費収支一覧表（令和３年４月～令和４年３月）

※委員会方針は各委員長が執筆しました。

  令和3年度　政務活動費の交付額をお知らせします
政務活動費とは、議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として、会派に交付され
る経費のことです。交付額は月額 9,000 円に会派の人数を乗じた金額ですが、交付金残金は年度末に精算
を行います。

会派名 会派
人数 交付額

支出額 支出額
合計 返還額

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 資料作成費 資料購入費
新 香 会 1人 108,000 0 0 0 0 0 0 0 108,000
笑 進 会 1人 108,000 0 0 0 0 0 0 0 108,000
日本共産党議員団 1人 108,000 0 0 0 0 19,390 33,470 52,860 55,140
公明党議員団 1人 108,000 0 0 0 0 0 0 0 108,000
新政あいちとこなめ 1人 108,000 0 0 0 0 0 0 0 108,000
新 政 会 1人 99,000 0 0 0 0 0 0 0 99,000
新 風 ク ラ ブ 2人 216,000 0 120,115 73,405 0 1,690 4,680 199,890 16,110
常 翔 会 9人 981,000 0 0 544,610 0 38,490 0 583,100 397,900

合　計 17人 1,836,000 0 120,115 618,015 0 59,570 38,150 835,850 1,000,150

単位：円
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会　派　名 香 共 公 あ 新風 新政 常　翔　会
渡
邉
十
三
香

西
本
真
樹

加
藤
代
史
子

成
田
勝
之

坂
本
直
幸

井
上
恭
子

伊
藤
　
直

盛
田
克
己

大
川
秀
徳

中
村
崇
春

都
築
周
典

稲
葉
民
治

相
羽
助
宣

伊
藤
史
郎

川
原
和
敏

加
藤
久
豊

伊
奈
利
信

議案第32号 令和４年度常滑市一般会計補正予算(第１号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
議案第33号 常滑市税条例等の一部改正について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
議案第34号 常滑市国民健康保険税条例の一部改正について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

会　派　名 香 共 公 あ 新風 新政 常　翔　会
渡
邉
十
三
香

西
本
真
樹

加
藤
代
史
子

成
田
勝
之

坂
本
直
幸

井
上
恭
子

伊
藤
　
直

盛
田
克
己

大
川
秀
徳

中
村
崇
春

都
築
周
典

稲
葉
民
治

相
羽
助
宣

伊
藤
史
郎

川
原
和
敏

加
藤
久
豊

伊
奈
利
信

議案第35号 令和４年度常滑市病院事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
同意案第2号 常滑市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 除斥 ○ ○

○：賛成　×：反対　議長は採決に加わりません。
会派名の香は新香会、共は日本共産党議員団、公は公明党議員団、あは新政あいちとこなめ、新風は新風クラブ、新政は新政会の略

○：賛成　×：反対　議長は採決に加わりません。
会派名の香は新香会、共は日本共産党議員団、公は公明党議員団、あは新政あいちとこなめ、新風は新風クラブ、新政は新政会の略

議案名

議案名

議員名

議員名

令和4年　第 2 回市議会臨時会審議結果

令和4年　第 3 回市議会臨時会審議結果

（3月31日開催）

（5月13日開催）

審議結果については、いずれも原案どおり可決されました。

審議結果については、いずれも原案どおり可決、同意されました。

編
集
後
記

　

今
回
か
ら
新
体
制
で
の
編
集
と

な
り
ま
す
。

　

ど
の
世
代
の
方
に
も
「
読
み
や

す
い
」「
わ
か
り
や
す
い
」
そ
し
て

「
手
に
取
り
や

す
い
」
市
議
会

だ
よ
り
を
心
が

け
て
作
成
し
て

い
き
ま
す
。

　

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
や
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
等

も
利
用
し
、「
議

会
の
見
え
る

化
」
を
進
め
て

い
け
る
よ
う
、

調
査
・
研
究
を

進
め
て
い
き
ま

す
。

広
報
広
聴
委
員
会

　

委 

員 

長　
大
川　

秀
徳

　

副
委
員
長　
西
本　

真
樹

　
　

委　
員　
渡
邉
十
三
香

　
　

委　
員　
坂
本　

直
幸

　
　

委　
員　
井
上　

恭
子

　
　

委　
員　
伊
藤　
　

直

　
　

委　
員　
中
村　

崇
春

令和3年度　議長交際費の支出状況をお知らせします
議長交際費とは、議長が議会を代表して各種行事など対外的な活動をするために要する経費です。
予算額 200,000 円

会　費 弔　慰 見舞い その他 合　計
0 件 0円 14件 108,250 円 0件 0円 6件 12,874 円 20 件 121,124 円

無料アプリ「マチイロ」を使って、「市議会だより」を
スマートフォンやタブレット端末に配信しています。


